石川、日本海そして東アジアの環境と課題 by 早川 和一
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日 時：平成２０年９月２７日（土） 午後２時～３時３０分 
会 場：金沢大学サテライト・プラザ 講義室 
 
演題：「石川，日本海そして東アジアの環境と課題」 




















































 この事故では，タンカーから 6800～7000kl の油が漏れました。これをドラム缶に回収し


















































































































































































































































































































































いう特徴があります。それは，薪の燃焼は大体 500～600 度です。石炭は 1100～1200 度ぐ
らいです。例えばディーゼルやガソリンエンジンですと，大体 2500～3000 度ぐらいです。
ＰＡＨからＮＰＡＨがつくられる反応は温度に依存します。ですから，燃焼システムによ
ってＰＡＨとＮＰＡＨの組成が相当違ってきます。 
 もう一つは，粉塵中のＰＡＨ量を比較してみますと，薪だとすす（煤）はたくさんでき
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るのですが，ＰＡＨなどの濃度は高くなく，石炭などより低いレベルです。それはなぜか
というと，やはりＰＡＨが合成されるためには，ある程度の燃焼温度が必要だからとかん
がえられます。薪を燃やしたときのＰＡＨ，ＮＰＡＨの生成量は，石炭やディーゼルエン
ジンなどに比べると，比較的少ないといえます。 
 ただ，２番目の質問のクリーンディーゼルはどうかというと，私は先ほどガソリンエン
ジンに比べてディーゼルエンジンから出てくる粉塵量が 30～100 倍と非常に高くて，その
中に特にＰＡＨとＮＰＡＨがたくさん含まれていて，大気汚染に対する寄与はディーゼル
車が高いとお話ししました。しかしディーゼルエンジンでも粉塵を十分に除去できるなら
ば，粉塵に付いているＰＡＨとＮＰＡＨも十分に除去できるということになるので，二酸
化炭素の発生量がガソリン車に比べて小さいディーゼルエンジンのよさはガソリン車を上
回ることになります。今，アルコール自動車やクリーンエネルギーを使った自動車が注目
されていますが，非常に排出ガスはきれいです。 
 
（質問者３） 先生，一つ。ナホトカ号の事故のとき，あそこの海岸でＣ重油を瞬間的に
灯油に変えてしまうという機械を発明された倉田大嗣人がいたのですが，先生は聞いたこ
とがないですか。灯油に変えて，人々に無料で配布したという話を聞いたことがないです
か。 
 
（早川） いえ。私はちょっと存じ上げません。 
 
（質問者４） 両方とも普及率がいかなくても何割という割合でも問題はないのですか。
クリーンディーゼルと例えば木質バイオマスにしても・・・。 
＃ 質問の意味が十分には理解できませんでした。 
 
（早川） いくら二酸化炭素の効率がガソリン車に比べてディーゼル車の方がいいのだと，
排出が少ないのだといっても，やはり一定量の二酸化炭素が出ます。化石燃料を使う限り
においては，温暖化の原因が排出されることには変わりありません。 
 
（質問者４） 従来の，例えば石油ストーブから木質バイオマスに転換するとか，ガソリ
ン車だったらクリーンディーゼルに転換する動きがあるということは，これは環境におい
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てはいいことではある？ 
 
（早川） 観点もいろいろあって，二酸化炭素から見るか，あるいは私が申し上げた，癌
や環境ホルモン作用や活性酸素の生成作用などの健康影響で見たらどうなるか，見方によ
ってその特徴は違ってくるということは十分あり得ると思います。 
 15
